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■薇事項

1 地域の栞奥やた業の多●的機化の驀群につ0 てヽもえ機法の目的

に
'二

付け、事業日的の几こしは、

“

合員が止, 建せし傷らが

簗妻とする事=を 剌月することを目的とする協同楓合のよ本的性

格を離持すること。

2 ■

“

今員は皮業や2墜 済の発晨をともにええるパートナーで

あり、人口■,へ の対ヽや■月の制止など
'2ガ

創生Jの ために

も、準組合員の利用●l晨は行わないこと。

3 JA t今 会の働l・n組合としての事業 

“

裁を引綺する―方的

な事業方式 ″パナンス劇友や法人形tの 議決をは強●Iしないこ

と。

4 白立したJAの 自●な意思によづき生まれ変わる新たなキ共会

は、へ業、ハ合調整、経動 ■ ■●の機能を十全に発澪できる

よう、■機法■l_在二づけること。



■厳撃薔

政府は、本年6月 次苛の 「え林水産十 比戌のオカ創豊プラン」

において え業の茂長よ業化に●けてた協次事の推進を決定しまし

た。

これに対し、JAグ ループは、白主 白ユの傷同ユ合であること

を基本に、江今員のt`に 基づく台●次革にスう組むこととし、本

颯においても、JA秋 口組織整備 経彗次革雄誕本部委員会をにお

いてlf餞を重ね、」A証 戯のよ事の方●付けを検計してきました。

その結果、我々は、晨葉オのll朧融合と地ス●I合 の性格を排せも

つ 「会とえを基

"と

して比咸に根ざした悔同肛谷」として、お詭可

tLな彙業と豊かでくらしやすい地蛇 L会の実現を目指 して裁今事業

を晨用し、東業オの所得増大、え業生産の拡大、え域の滲性イtにス

リl■むことが

^夜

とも」Aグ ループが目指す基本方●であると結カ

41けたところです。

このため、政府に対 し著痺貢事項について憲几すを提上していただ

き、強力な働きかけをお蔽いするものであります。

以上、地方台治法第 124条 の規えにより読願いたします。


